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生体反応側よりみた尿qJ生機物質の j~l長について

との相闘について*尿;Etと尿 Vakat-Q

平池 正・佐ゃ木枯まf~

(北海道大学結段研究所化学部門)

第 12報

E幣人労イカ時原
杭蒋~患者尿軽度

中控

室症

175 
疲労測定法として採用し得るまず第 lの条件は体内の

物n代謝が右にでも，左にでもとにかく極端な方向をとっ
た均台， ¥， 、L、かえれば，生休の1由民な catabolicあるいは -岡・
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第 2図

殊反応、，あるL、は特殊の物質の検脊.検出にあったため.

やむを得ないが，しかし疲労はあくまでも“外力に対する

個体全体としての適応の良否云々"である以上，疲労測定

法を考按せんとする場合，以上の如き特殊反応あるいは特

殊物質を求めてゆく研究はその目的にそわないであろう。

今回は尿呈と尿 Vakat-Oとの相関について報告する。

賓験方法並びlこ成績

尿 Vakat-O(0) は西日~1) の方法により，採尿条件・は前

第 1図

anabolic雨 phase(他に伊!をとれば vagotonieあるL、は

sympathicotoni巴陥入生休)どちらにもその方法が同様に

同1抗(あるいは侭目立)を示すことである。

私どもの知っている方法の殆ど総ては体内の特定の機

出系と関係が深L、ため， 一般にそれらは cataboliephase 

かあるL、11anabolic phaseか片方にへんして⑤を弔する。

現在までの研究方向がある臓器なら1味深，あるいはそれに
附沌やる特'志の内記系の生理解明のため，それに対する特
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8) 巾 .Ir!jf・コ・!llf:b;~~l、治・千池jE: .:1q:併と生物[}~. 26 (3): 

94-97， U{{ 28. 
9)法開放祭.jlLj風俗:

11日28.
10)孫1I本民，欠・中川j停泊:

Ilj{ 28 

献

間平と生物[;1，.26 (5): 192-19o， 

(27年度)によった。ここに謝立を茨ずる.

女

件[1.~ と小，4勿ヰ~.ンj".jj}t. 99-101， 

(受付:II{{利 28~l'. 1 Jl 23 L1) 

斗.冷交は間話と生物存主?fi27 :{E封'S3;Wに後表した。ー?争

報ヨー!())と同一・で同一サyプルについて分析した。

図 lはその原図であり，関 2はそれを overlapping 

mean法により各症例別に等原皮曲線を求めた。

尿丑， Vakat.O (0)ともに結!顎庄特にそのm:症のもの
において低値をしめした。尿Reにおいて豆常人の比核的高

位を唱したのは結後症の全尿(1日尿)を採集したのに民

し， 日中追待~l}~に採集したためで・ある。 L、ずれtこせよ尿F註

の結按際，中， m各症例におむ、てさほど大きな差を示さな
L 、ことは主主機的にみて誠に興味深く，また設症において特

にその標本分散の大なることと木症例症状の安定せざるこ

ととを併せ考える時，興味あるものがある。

尿畳と Vakat-Oの相認をみるに，さほど符な関係が

無いカちその;;;~'Ý'においてみるに Vakat.O のそれが尿日:

のそれに比し小であった。

北海道大や山田j}'l科特に[";'!立札悦~fltl好の仰協力に深

刻の立を表する。なお木研究費の 1;協は文i祁省科学研究費
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